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2015（H27）県立高校入試解説
問１．

(ｱ) － 4＋(－ 3)＝－ 4－ 3＝－ 7

(ｲ) － ＋ ＝－ ＋ ＝

(ｳ) 16ab2
÷ 8ab＝ 2b

(ｴ) － ＝ － ＝ － ＝－

問２．

(ｱ) (x＋ 2)(x＋ 3)－(x＋ 4)2＝ x2＋ 5x＋ 6－(x2＋ 8x ＋ 16)
＝ x2＋ 5x＋ 6－ x2－ 8x － 16＝－ 3x － 10

(ｲ) (x－ 5)2－ 7(x－ 5)＋ 12＝{(x－ 5)－ 4}{(x－ 5)－ 3}
＝(x－ 9)(x－ 8)

(ｳ) 5x
2－ 3x－ 1＝ 0

(ｴ) x＝ 3－ x2－ 6x＋ 9＝ (x－ 3)2 ＝ (3－ － 3)2 ＝ (－ )2 ＝ 7
(ｵ) y＝ ax2

x － 3 － 1 変化の割合は yの増加量 a－ 9a

y 9a a xの増加量 － 1－(－ 3)

－ 4a＝－ 3 より a＝

(別解) 変化の割合＝(－ 3－ 1)× a＝－ 4a

(ｶ) １ ２ ３ ４ ５ ６

１ ９以上となるのは１０通り

２ ９以上とならないのは３６－１０＝２６通り

３ ９

４ ９ 10 したがって、９以上とならない確率は

５ ９ 10 11

６ ９ 10 11 12

(ｷ) 球はすべて相似になる

相似な図形の体積比は相似比の３乗となるので ２3：３3＝ 8：27
( ｸ )

OCを結ぶ
△ OCDは二等辺三角形なので

∠ OCD＝ 28°
ABは直径なので、∠ ACB＝ 90°
したがって、∠ DCB＝ 25°
△ OCBは二等辺三角形なので

∠ ABC＝ 28°＋ 25°＝ 53°
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問３．

(ｱ) 曲線② y＝ ax2の式を求めるには、通る点の座標が１つ分かればよい。

直線①の式が y＝ 2x＋ 8より A(0,8) → 点 Bの y座標は 8
また、点 Bの x座標は 6とあるので、点 Bの座標は(6,8)

(6,8)を y＝ ax2に代入して 8＝ 36a a＝

(ｲ) 線分 OBの長さは、直角三角形において三平方の定理より OB＝ 10
OB＝ ODより D(0,－ 10) 直線①の式が y＝ 2x＋ 8より
切片は 8、傾きは 2より 4コイッテ 8アガルので C(－ 4,0)

２点 CDを通る直線の式は 4コイッテ 10サガルので 傾き mは－

y＝－ x－ 10

(ｳ)

方法1．

平行四辺形やひし形の面積を２等分する線は、必ず対角線の中点を通ることを利用する。

D(0,－ 10)と B(6,8)の中点 Hは(3,－ 1)

(※)中点の座標の求め方は、D，Bの x座標，

y座標をそれぞれ足して２で割る

（平均を求めるときと同じ）

直線 FHと直線 DEの交点として
点 Gの座標を求める。
直線 FHの式は、F(0，4)，H(3,－ 1)より

y＝－ x＋ 4

また、OD＝ BE＝ 10より E(6,－ 2)となるので，
点 Eと点 D(0,－ 10)を通る直線 DEの式は、

y＝ x－ 10

交点の座標は，２つの直線の方程式を連立方程式としたときの解となるので置換法で解くと

x－ 10＝－ x＋ 4 x＝ を y＝ x－ 10に代入して

両辺× 3 4x－ 30＝－ 5x＋ 12 y＝ －

9x＝ 42 y＝－

x＝ G ( ，－ )
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方法2． 点 Iは，点 Hを対称の中心として点 Fと点対称な位置にあるので I(6,－ 6)

△ FDG∽△ IEGより FD：IE＝ DG：EG＝ 14：4 6× ＝

x＝ を y＝ x－ 10に代入して G ( ，－ )

問４．

(ｱ) 総試合数は、2＋ 2＋ 3＋ 4＋ 5＋ 3＋ 2＋ 1＋ 1＋ 1＝ 24試合
中央値は、真ん中の試合は 12試合目と 13試合目の平均なので両方とも４点

(ｲ) 得点をすべて合計すると、12＋ 8＋ 10＋ 21＋ 8＋ 9＋ 30＝ 98点
度数をすべて合計すると、1＋ 4＋ 2＋ 2＋ 3＋ 1＋ 1＋ 3＝ 17試合
あと 20－ 17＝ 3試合で、108－ 98＝ 10点必要なので、
2点×(ⅰ)＋ 6点×(ⅱ)＝ 10点となるには、(ⅰ)＝ 2、(ⅱ)＝ 1

(ｳ)１.試合数は A ﾁｰﾑが 24試合，B ﾁｰﾑが 20試合，→○
全試合の得点合計は A ﾁｰﾑが 96点，B ﾁｰﾑが 108点，→×

②.A ﾁｰﾑの得点の最頻値は 4点，A ﾁｰﾑの得点の平均値は 96÷ 24＝ 4点，→○
B ﾁｰﾑの得点の最頻値は 3点，B ﾁｰﾑの得点の平均値は 108÷ 20＝ 5.4点，→○

３.得点の範囲は A ﾁｰﾑが 11点，B ﾁｰﾑが 10点，→○
10点以上得点した試合数は A ﾁｰﾑが 2試合，B ﾁｰﾑが 3試合，→×

４.得点の平均値は A ﾁｰﾑが 4点，B ﾁｰﾑが 5.4点，→×
得点の最頻値は A ﾁｰﾑが 4点，B ﾁｰﾑが 3点，→×

⑤.A ﾁｰﾑの得点の平均値は 4点，
4点を取った試合数は 5＋ 3＋ 2＋ 1＋ 1＋ 1＝ 13試合で 24試合の半数以上→○

問５．

(ｱ) 100× 1.1＝ 110 (個)

(ｲ) (10＋ x)(10＋ 2x)＝ 208

2x2＋ 30x＋ 100＝ 208 2x2＋ 30x－ 108＝ 0
x2＋ 15x－ 54＝ 0 (x＋ 18)(x－ 3)＝ 0
x＝－ 18，3 x＞ 0より x＝ 3

問６．

(ｱ) AC＝ 10cm，AO＝ 3cm
三平方の定理より CO(高さ)2＝ 102－ 32＝ 91

円錐の体積は
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(ｲ)

CO＝

Dは BCの中点なので，DE＝

OE＝

AE＝ 3＋ ＝

△ AEDにおいて三平方の定理より

AD2＝( )2＋ ( )2 ＝ ＋ ＝ ＝ 43

したがって，AD＝

(ｳ) C

A A’

底辺の円周は 6π ACを半径とする円の円周は 20π

したがって，展開図扇形の中心角は，360 °× ＝ 108 °

△ CAA’は頂角が 108°より底角が 36°の二等辺三角形となる
∠ C＝ 108°を 36°と 72°に分かれるように CFを引き，二等辺三角形を 2つ作る
AF＝ FC＝ xcmとすると

△ CAA’ ∽△ FAC より 10：x＝(10＋ x)：10
x(10＋ x)＝ 100

10x ＋ x2
－ 100＝ 0

AA’＝－ 5± ＋ 10＝ 5±
AA’ ＞ 0 より 5＋
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問７．

証明の詳細は，解答例を参照
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